
提

出

者

家

西

悟

平
成
十
五
年
七
月
二
十
五
日
提
出

質

問

第

一

四

〇

号

生
命
保
険
の
運
用
利
回
り
（
予
定
利
率
）
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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生
命
保
険
の
運
用
利
回
り
（
予
定
利
率
）
に
関
す
る
質
問
主
意
書

生
命
保
険
会
社
が
契
約
者
に
約
束
し
た
運
用
利
回
り
（
予
定
利
率
）
を
破
綻
前
に
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
基
本
的
な
部
分
で
大
い
に
疑
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
政
府
の
見
解
を
正
し
た
い
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

金
融
庁
が
把
握
し
て
い
る
生
命
保
険
会
社
各
社
ご
と
の
最
新
の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
マ
ー
ジ
ン
を
記
せ
。

二

前
記
各
社
の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
マ
ー
ジ
ン
の
な
か
で
、
経
営
の
実
態
を
反
映
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
は
あ
る
か
。

三

ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
マ
ー
ジ
ン
が
二
〇
〇
％
を
超
え
て
い
て
も
早
期
是
正
措
置
が
発
動
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
う
る
か
。

四

一
部
生
保
の
純
資
産
に
占
め
る
繰
延
税
金
資
産
の
比
率
が
極
端
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
ソ
ル
ベ
ン

シ
ー
マ
ー
ジ
ン
を
見
た
だ
け
で
は
契
約
者
に
き
ち
ん
と
伝
わ
ら
な
い
と
い
う
問
題
を
金
融
庁
は
認
識
し
て
い
る
か
。
そ
れ
に

つ
い
て
ど
う
い
う
対
策
を
打
つ
つ
も
り
な
の
か
。

五

生
保
各
社
が
す
で
に
予
定
利
率
引
下
げ
を
認
め
る
今
国
会
提
出
の
法
案
（
現
時
点
で
は
成
立
し
て
い
る
の
で
以
下
「
法

律
」
と
い
う
。
）
が
成
立
し
て
も
利
率
引
下
げ
は
行
わ
な
い
と
公
に
発
表
し
て
い
る
。
も
し
、
法
律
に
基
づ
く
利
率
引
下
げ

を
行
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
こ
の
間
に
解
約
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
に
発
表
を
聞
い
て
解
約
を
し
な
か
っ
た
契
約
者
に
対
す

一



る
経
営
責
任
は
ど
の
よ
う
に
追
及
さ
れ
る
の
か
。

六

法
律
に
従
っ
た
予
定
利
率
の
引
下
げ
よ
り
も
、
破
綻
処
理
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
基
金
、
劣
後
債
務
を
一
〇
〇
％
償
却

し
、
そ
れ
に
見
合
う
資
産
を
全
て
契
約
者
保
護
に
充
て
る
ほ
う
が
、
契
約
者
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
か
。

七

株
式
会
社
で
あ
れ
ば
、
破
綻
に
直
面
し
た
時
に
、
株
式
、
劣
後
債
務
、
一
般
債
務
の
順
番
で
削
減
が
行
わ
れ
る
。
相
互
会

社
で
あ
る
な
ら
ば
、
内
部
留
保
、
基
金
、
劣
後
債
務
が
ま
ず
削
減
さ
れ
、
そ
れ
で
足
り
な
い
部
分
を
保
険
金
カ
ッ
ト
で
補
う

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
基
金
、
劣
後
債
が
全
て
償
却
さ
れ
る
前
に
、
保
険
契
約
が
変
更
さ
れ
る
の
は
、
契
約
者
保
護
で
は
な

く
、
金
融
機
関
救
済
で
は
な
い
か
。

八

基
金
、
劣
後
債
を
全
て
償
却
す
る
こ
と
な
し
に
、
利
率
引
下
げ
を
行
え
ば
、
日
本
の
保
険
会
社
全
体
の
資
本
の
健
全
性
や

契
約
の
法
的
安
定
性
が
疑
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

も
し
、
予
定
利
率
の
引
下
げ
が
起
こ
れ
ば
、
日
本
の
生
保
の
格
付
け
は
、
基
金
や
劣
後
債
を
含
ま
な
い
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー

マ
ー
ジ
ン
や
基
金
を
除
く
純
資
産
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
金
融
庁
は
そ
れ
に
異
論
は
な
い
か
。

九

こ
の
法
律
に
よ
る
格
付
け
へ
の
影
響
が
、
生
保
各
社
の
経
営
に
更
な
る
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
な
い
の
か
。

十

金
融
庁
は
、
予
定
利
率
引
下
げ
の
場
合
で
も
、
三
利
源
を
は
じ
め
、
個
別
情
報
の
開
示
は
し
な
い
と
し
て
い
る
が
、
破
綻

二



前
処
理
を
行
う
保
険
会
社
に
関
す
る
経
営
・
財
務
内
容
の
情
報
公
開
が
完
全
に
行
わ
れ
な
い
場
合
、
契
約
者
に
予
定
利
率
引

下
げ
の
是
非
の
判
断
を
求
め
て
も
、
正
確
な
判
断
が
出
来
な
い
で
は
な
い
か
。

十
一

予
定
利
率
引
下
げ
に
あ
た
り
、
公
表
さ
れ
る
情
報
は
何
か
。
公
表
さ
れ
な
い
情
報
は
何
か
。

十
二

現
在
の
生
保
の
経
営
危
機
は
、
利
差
損
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
株
式
、
土
地
の
評
価
額
の
下
落
お
よ
び
融
資
な
ど
が

焦
げ
付
い
た
こ
と
に
よ
る
。
株
式
の
評
価
損
は
不
可
抗
力
の
よ
う
な
議
論
を
す
る
者
も
い
る
が
、
き
ち
ん
と
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
を
組
み
直
し
、
株
式
価
格
の
下
落
の
影
響
を
受
け
な
い
よ
う
な
経
営
を
し
て
い
る
生
保
も
あ
る
。
い
か
に
も
低
金
利
が
主

な
原
因
で
あ
る
か
の
説
明
は
、
契
約
者
を
ミ
ス
リ
ー
ド
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。

十
三

過
去
の
破
綻
処
理
で
更
正
特
例
法
の
適
用
を
受
け
て
、
責
任
準
備
金
が
削
減
さ
れ
た
例
が
あ
る
が
、
多
額
の
繰
延
資
産

の
計
上
に
よ
っ
て
、
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
マ
ー
ジ
ン
が
水
増
し
さ
れ
、
早
期
是
正
措
置
の
発
動
が
遅
れ
、
結
果
と
し
て
実
質
債
務

超
過
が
拡
大
す
る
ま
で
破
綻
処
理
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
責
任
準
備
金
が
削
減
さ
れ
た
過
去
の
ケ
ー
ス

で
、
早
期
是
正
措
置
が
発
動
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
を
詳
細
に
説
明
せ
よ
。

十
四

生
命
保
険
会
社
の
総
代
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
一
般
契
約
者
か
ら
恣
意
的
に
選
ば
れ
て
い
な
い
と
い
う
確
認
を
金
融
庁
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
き
た
の
か
。

三



十
五

金
融
庁
が
認
識
し
て
い
る
総
代
会
の
メ
ン
バ
ー
と
生
命
保
険
会
社
の
間
の
利
害
関
係
を
記
せ
。
ま
た
、
生
命
保
険
会
社

と
利
害
関
係
に
あ
る
総
代
会
の
メ
ン
バ
ー
の
比
率
が
、
一
般
契
約
者
の
な
か
で
生
命
保
険
会
社
と
利
害
関
係
に
あ
る
者
の
比

率
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
る
こ
と
を
金
融
庁
は
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

十
六

生
命
保
険
会
社
と
の
利
害
関
係
に
あ
る
総
代
会
の
メ
ン
バ
ー
の
比
率
が
一
番
契
約
者
よ
り
も
高
い
場
合
、
あ
る
い
は
そ

の
相
関
関
係
が
わ
か
ら
な
い
場
合
、
こ
の
法
律
に
規
定
す
る
総
代
会
に
よ
る
統
治
は
働
か
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
金
融
庁

も
そ
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

十
七

契
約
者
が
最
終
的
に
利
率
引
下
げ
を
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
す
る
と
き
に
、
三
利
源
を
含
め
全
て
の
情
報
が

開
示
さ
れ
て
い
な
く
て
は
、
妥
当
な
判
断
が
下
せ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

破
綻
前
処
理
に
は
全
て
の
情
報
開
示
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

十
八

こ
の
法
律
の
仕
組
み
で
は
、
現
経
営
陣
の
提
示
す
る
利
率
引
下
げ
案
以
外
の
代
替
案
が
、
契
約
者
に
提
示
さ
れ
る
こ
と

は
な
く
、
経
営
状
態
の
情
報
開
示
も
な
け
れ
ば
、
よ
り
契
約
者
の
保
護
に
な
る
提
案
が
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
も
出
来
な
い

の
で
は
な
い
か
。

十
九

三
％
と
い
う
利
率
引
下
げ
の
下
限
を
設
け
た
状
態
で
、
二
次
破
綻
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
る
の
か
。
破
綻
処
理
に
し
て
、

四



裁
判
所
を
関
与
さ
せ
、
厳
格
な
資
産
査
定
を
す
る
ほ
う
が
公
正
な
処
理
が
出
来
る
と
同
時
に
、
二
次
破
綻
を
防
ぐ
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

二
十

今
日
の
生
保
危
機
を
招
い
た
金
融
当
局
の
責
任
の
取
り
方
は
ど
う
す
る
の
か
。

二
十
一

保
険
業
法
第
三
〇
〇
条
に
い
う
「
重
要
事
項
」
に
保
険
料
、
保
険
料
総
額
は
該
当
す
る
の
か
。

「
重
要
事
項
」
に
含
ま
れ
る
も
の
と
は
何
か
。

二
十
二

明
治
生
命
の
利
率
変
動
型
積
立
終
身
保
険
「
ラ
イ
フ
ア
カ
ウ
ン
ト
Ｌ
Ａ
」
を
例
に
と
っ
て
、
保
険
業
法
第
三
〇
〇
条

に
い
う
「
重
要
事
項
」
に
当
て
は
ま
る
項
目
を
全
て
列
記
せ
よ
。

二
十
三

明
治
生
命
の
終
身
保
険
「
パ
イ
オ
ニ
ア
」
を
例
に
と
っ
て
、
保
険
業
法
第
三
〇
〇
条
に
い
う
「
重
要
事
項
」
に
当
て

は
ま
る
項
目
を
全
て
列
記
せ
よ
。

右
質
問
す
る
。

五


